
● 栃木県 環境森林部 資源循環推進課 県営処分場管理担当
　 TEL 0287-92-1411 FAX 0287-92-1416
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● 那珂川町 生活環境課
　 TEL 0287-92-1110  FAX 0287-92-3699

● 栃木県 環境森林部 資源循環推進課 県営処分場管理担当
　 〒324-0612  那珂川町和見 1918番
    エコグリーンとちぎ管理棟内

お問い合わせ先
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～快適で安全な暮らしのために～

安全で安心な処分場の運営に向けて
今号では「令和６年度環境調査結果」、「北沢不法投棄物撤去工事」
及び「第４回安全推進協議会の開催」についてお知らせします。

県営処分場エコグリーンとちぎ安全推進協議会
（第４回会議）の開催について

　那珂川町と県が締結した環境保全協定に基づき、エコグリーンとちぎの適正な管理・

運営に向けた協議を行うため、住民の皆様、学識経験者、町及び県を構成員とする「安

全推進協議会」の第４回会議を、次のとおり開催します。

１　日　　　時
　　令和７（2025）年７月18日（金）　15時～16時

２　会　　　場
　　エコグリーンとちぎ　管理棟２階大会議室（那珂川町和見1918番）

３　議　　　題
　　エコグリーンとちぎの運営等について　ほか

４　傍 聴 申 込

（１） 那珂川町民の方が対象です。

（２） 申し込みは、下記の申込書に記入の上、ファックス、メール、郵送のいずれかでお申し込みください。

　　 申込期限は、７月10日（木）17時までです。（郵送は当日消印有効）

（３） 申込者は、安全推進協議会当日の14時50分までに、受付（会場の入口前に設置）で住所及び氏名

　　 を記入し、係員の指示に従って会場にお入りください。

（４） 傍聴にあたっての留意事項

　　 ・ 会場における発言に対し、拍手その他の方法により賛否を表明しないこと

　　 ･ 会場において発言しないこと

　　 ･ 携帯電話等の通信機器を使用しないこと

　　 ･ 会場において撮影、録音その他これらに類する行為をしないこと（許可を受けた報道関係者を

　　    除く）

　　 ･ その他、会場の秩序を乱し、会議の妨げとなる行為をしないこと

（５） 傍聴者は、会場において、会議の会長又は係員の指示に従ってください。

（６） 傍聴者が上記の留意事項をお守りいただけないときは、退場していただく場合があります。

●あて名：栃木県 環境森林部 資源循環推進課 県営処分場管理担当
●住　所：〒324-0612　栃木県那須郡那珂川町和見1918番　エコグリーンとちぎ管理棟内
●F A X：0287-92-1416
●e-mail：keneishobunjou@pref.tochigi.lg.jp

申込先

県営処分場エコグリーンとちぎ安全推進協議会（第４回会議）　傍聴申込書

記

氏　　名

住　　所

電話番号

そ の 他

〒324-

0287-

那珂川町

車いすの使用など配慮が必要な場合

申込者
ふりがな

ファックス、メール、郵送の
いずれかでお申し込みください。

令和７（2025）年６月発行



・令和４年   ４月 汚染拡散防止対策工事に着手

・令和５年11月 処分場内に不法投棄物の前処理破砕施設を設置

・令和５年12月 不法投棄物の撤去を開始

・令和７年   ４月 不法投棄物の約75％を撤去

・令和７年   ８月 不法投棄物の撤去完了（予定）

・令和８年   ３月 鋼矢板の撤去等を行い工事完了（予定）

北沢不法投棄物撤去工事について

　不法投棄地の外周を地下の岩盤まで鋼矢板を打ち込み、廃棄物に触れた水が流出しな

いように対策を講じています。

　また、不法投棄地内の廃棄物に触れた水はポンプでくみ上げて、処分場(エコグリーン

とちぎ）の水処理施設で処理を行っています。

現在（R7.5）の不法投棄地の様子

撤去工事の進捗状況

汚染拡散防止対策工事の概要について

撤去作業の
ながれ

そのまま埋立可能なもの

処分場（エコグリーンとちぎ）へ運搬

外部処分

処分場での埋立 破砕機で処理

サイズが大きいもの
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埋立出来ないもの

重機による掘り起こし 不法投棄地での選別

未撤去のエリア

鉛直遮水工

作業中のエリア撤去済みのエリア

表面遮水工
（クロスラムシート）

鉛直遮水工
（鋼矢板）

鉛直遮水工
（鋼矢板）

浸出水排水工

ポンプ

原地盤

不法投棄物

●不法投棄物の運搬車は天蓋車を用い、県道那須黒羽茂木線を通行します。
●環境保全協定に基づき、引き続き通行車両の安全運転に努めます。



注１：測定結果等の詳細については県HPに掲載

１.  大気質
調査項目  調査地点 調査結果

空間放射線量率
埋立地内（５地点）
埋立地周辺（５地点）
事業区域周辺（５地点）

令和６（2024）年度 環境調査結果について

７.  植　物　【調査月 ： 令和６（202４）年５月、８月】

（１）猛禽類　【調査期間 ： 令和６（2024）年4月～８月及び令和７（2025）年２～３月】

（２）指標動物　【調査期間 ： 令和６（202４）年６月～９月】

 調査項目 調査地点 調査結果

 調査項目 調査地点 調査結果

生息及び
繁殖状況調査

定点現地調査により８種の貴重種（ミサゴ、ハチクマ、オオタカ、ハ
イタカ、ノスリ、サシバ、ハヤブサ、チョウゲンボウ）が確認され、オ
オタカについては事業区域内での営巣及び巣立ちが、サシバにつ
いては事業区域周辺での営巣及び巣立ちが確認されました。

事業区域周辺

生息状況

イタチは、今年度の調査では、確認されませんでした。

オオムラサキは、今年度の調査では、確認されませんでした。里山保全エリア

注２：各調査項目の測定結果等の詳細については県HPに掲載

 調査項目  調査地点 適合状況

備中沢
小口川

◯
◯

注５：基準値は、「騒音に係る環境基準について（平成10年環境庁告示第64号）」のＣ類型地域（相当数の住居と併せて商業、工業等
　　  の用に供される地域）における昼間の規制基準

４.  騒　音　【調査日時 ： 令和７（2025）年２月７日　6:00～22:00】
 調査項目    単　位 調査地点 調査結果 適合状況 参考値

環境騒音

道路交通騒音

 事業区域西側民家付近 42 ◯
 事業区域東側民家付近 39 ◯
 特別養護老人ホーム付近 43 ◯
 特別養護老人ホーム付近の道路沿道 46 ◯

[ dB ]

５.  振　動　【調査日時 ： 令和７（2025）年２月７日　6:00～22:00】

注６：環境振動の参考値は、ほとんどの人が振動を感じないとされる値。道路交通振動の参考値は、振動規制法（昭和51年法律
　　  第64号）の第一種区域（良好な住居の環境を保全するため、特に静穏の保持を必要とする区域及び住居の用に供されてい
　　  るため、静穏の保持を必要とする区域）における昼間の規制基準。

 調査項目 調査地点 調査結果

里山保全エリア 10 種の貴重種の生育が確認されました。植物相（貴重種）

８.  動　物

　令和６（2024）年度に実施した環境調査結果についてお知らせします。

　環境保全協定に基づく調査の結果、基準値や参考値と比較し、周辺環境

への影響は少ないものと判断しています。今後も調査を継続します。

２.  水　質
（１）河川水質・底質

健康項目（27項目）　生活環境項目（５項目）　底質項目（26項目）
電気伝導率　塩化物イオン　ダイオキシン類　放射性物質濃度

注４：各調査項目の測定結果等の詳細については県HPに掲載

 調査項目  調査地点
（３）浸出水及び処理水

健康項目（29項目）　生活環境項目（８項目）　電気伝導率　塩化物イオン
濃度　水素イオン濃度　ダイオキシン類　放射性物質濃度

注３：各調査項目の測定結果等の詳細については県HPに掲載

 調査項目  調査地点 適合状況

◯
◯
◯

◯
◯
◯

（２）地下水水質・水位

健康項目（28項目）　電気伝導率　塩化物イオン
濃度　水素イオン濃度　ダイオキシン類　地下
水位　放射性物質濃度

地下水集水ピット
地下水観測井（４か所）

事業区域周辺民家井戸（３か所）

浸出水処理施設入口
浸出水処理施設出口

60以下

65以下

 調査項目    単　位 調査地点 調査結果 適合状況 参考値

環境振動

道路交通振動

 事業区域西側民家付近 25未満 ◯
 事業区域東側民家付近 25未満 ◯
 特別養護老人ホーム付近 25未満 ◯
 特別養護老人ホーム付近の道路沿道 25未満 ◯

[ dB ]
55以下

65以下

６.  悪　臭

注７：臭気指数の参考値は、第一種住居地域の規制基準。

 調査項目   調査地点 調査結果 適合状況 参考値

臭気指数
 事業区域西側民家付近 10未満 ◯
 事業区域東側民家付近 10未満 ◯
 特別養護老人ホーム付近 10未満 ◯

15

全ての調査地点において、昨年度の調査
結果と比較して、空間放射線量率に大き
な変動は見られなかった。

注５：各調査項目の測定結果等の詳細については県HPに掲載

３.  土　壌
調査項目  調査地点 適合状況

土壌環境基準項目（26 項目）　
ダイオキシン類

事業区域西側民家付近
事業区域東側民家付近
特別養護老人ホーム付近

オゼイトトンボは、新たに創出したため池において確認されました。

【調査日：令和５（2023）年５月29日】



注１：測定結果等の詳細については県HPに掲載

１.  大気質
調査項目  調査地点 調査結果

空間放射線量率
埋立地内（５地点）
埋立地周辺（５地点）
事業区域周辺（５地点）

令和６（2024）年度 環境調査結果について

７.  植　物　【調査月 ： 令和６（202４）年５月、８月】

（１）猛禽類　【調査期間 ： 令和６（2024）年4月～８月及び令和７（2025）年２～３月】

（２）指標動物　【調査期間 ： 令和６（202４）年６月～９月】

 調査項目 調査地点 調査結果

 調査項目 調査地点 調査結果

生息及び
繁殖状況調査

定点現地調査により８種の貴重種（ミサゴ、ハチクマ、オオタカ、ハ
イタカ、ノスリ、サシバ、ハヤブサ、チョウゲンボウ）が確認され、オ
オタカについては事業区域内での営巣及び巣立ちが、サシバにつ
いては事業区域周辺での営巣及び巣立ちが確認されました。

事業区域周辺

生息状況

イタチは、今年度の調査では、確認されませんでした。

オオムラサキは、今年度の調査では、確認されませんでした。里山保全エリア

注２：各調査項目の測定結果等の詳細については県HPに掲載

 調査項目  調査地点 適合状況

備中沢
小口川

◯
◯

注５：基準値は、「騒音に係る環境基準について（平成10年環境庁告示第64号）」のＣ類型地域（相当数の住居と併せて商業、工業等
　　  の用に供される地域）における昼間の規制基準

４.  騒　音　【調査日時 ： 令和７（2025）年２月７日　6:00～22:00】
 調査項目    単　位 調査地点 調査結果 適合状況 参考値

環境騒音

道路交通騒音

 事業区域西側民家付近 42 ◯
 事業区域東側民家付近 39 ◯
 特別養護老人ホーム付近 43 ◯
 特別養護老人ホーム付近の道路沿道 46 ◯

[ dB ]

５.  振　動　【調査日時 ： 令和７（2025）年２月７日　6:00～22:00】

注６：環境振動の参考値は、ほとんどの人が振動を感じないとされる値。道路交通振動の参考値は、振動規制法（昭和51年法律
　　  第64号）の第一種区域（良好な住居の環境を保全するため、特に静穏の保持を必要とする区域及び住居の用に供されてい
　　  るため、静穏の保持を必要とする区域）における昼間の規制基準。

 調査項目 調査地点 調査結果

里山保全エリア 10 種の貴重種の生育が確認されました。植物相（貴重種）

８.  動　物

　令和６（2024）年度に実施した環境調査結果についてお知らせします。

　環境保全協定に基づく調査の結果、基準値や参考値と比較し、周辺環境

への影響は少ないものと判断しています。今後も調査を継続します。

２.  水　質
（１）河川水質・底質

健康項目（27項目）　生活環境項目（５項目）　底質項目（26項目）
電気伝導率　塩化物イオン　ダイオキシン類　放射性物質濃度

注４：各調査項目の測定結果等の詳細については県HPに掲載

 調査項目  調査地点
（３）浸出水及び処理水

健康項目（29項目）　生活環境項目（８項目）　電気伝導率　塩化物イオン
濃度　水素イオン濃度　ダイオキシン類　放射性物質濃度

注３：各調査項目の測定結果等の詳細については県HPに掲載

 調査項目  調査地点 適合状況

◯
◯
◯

◯
◯
◯

（２）地下水水質・水位

健康項目（28項目）　電気伝導率　塩化物イオン
濃度　水素イオン濃度　ダイオキシン類　地下
水位　放射性物質濃度

地下水集水ピット
地下水観測井（４か所）

事業区域周辺民家井戸（３か所）

浸出水処理施設入口
浸出水処理施設出口

60以下

65以下

 調査項目    単　位 調査地点 調査結果 適合状況 参考値

環境振動

道路交通振動

 事業区域西側民家付近 25未満 ◯
 事業区域東側民家付近 25未満 ◯
 特別養護老人ホーム付近 25未満 ◯
 特別養護老人ホーム付近の道路沿道 25未満 ◯

[ dB ]
55以下

65以下

６.  悪　臭

注７：臭気指数の参考値は、第一種住居地域の規制基準。

 調査項目   調査地点 調査結果 適合状況 参考値

臭気指数
 事業区域西側民家付近 10未満 ◯
 事業区域東側民家付近 10未満 ◯
 特別養護老人ホーム付近 10未満 ◯

15

全ての調査地点において、昨年度の調査
結果と比較して、空間放射線量率に大き
な変動は見られなかった。

注５：各調査項目の測定結果等の詳細については県HPに掲載

３.  土　壌
調査項目  調査地点 適合状況

土壌環境基準項目（26 項目）　
ダイオキシン類

事業区域西側民家付近
事業区域東側民家付近
特別養護老人ホーム付近

オゼイトトンボは、新たに創出したため池において確認されました。

【調査日：令和５（2023）年５月29日】


